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「地域で取り組む再エネ・省エネ・コージェネ促進セミナー」

排水処理から資源利用への転換

２０２６年7月８日



①臭気
近隣苦情
畜舎環境悪化

②多量の水分
運搬コスト
貯留負担

③価値化技術が未発達
窒素除去が優先
「捨てる技術」

「価値」 ではなく 「コスト」

なぜ、畜産排水は「資源」にならないのか？
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④地域連携の不足
地域内循環が進まない
資源が有効活用されない



畜産排水を地域資源へ転換する
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①臭気低減と窒素保持
・農場自生菌で安全・安定化
 ・運転管理システムの設計

②高濃縮液肥化
  ・RO＋ED統合による濃縮

・約30倍濃縮の実現

③排水処理不要
  ・資源循環型プロセス

「捨てる技術」から「資源を活かす技術」へ

④地域連携による課題解決
  ・畜産排水を高品質液肥へ転換
・高付加価値農産物の生産に貢献



Bio-CLF 資源循環プロセス
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畜産排水
(メタン発酵消化液)

臭気低減・改質

高濃縮・無排水プロセス Bio-CLF

施設園芸・植物工場

排水処理を前提としない、資源循環プロセス



Bio-CLFが生む価値

• 臭気低減

• 窒素保持

• 高品質化

• 高濃縮
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•輸送・貯留コスト低減

•施設園芸・植物工場利用

•地域循環型利用

•脱炭素

•地域資源化



臭気低減と窒素保持の同時実現
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Day 臭気 NH4-N (mg/L)

０ ４ ５５６

１ ２ ５４９

４ １ ５７８

１２ １ ６１５



排水処理不要型高濃縮技術
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独自の膜濃縮技術により

約30倍濃縮

畜産排水・焼酎廃液試験で確認

写真 Bio-CLF



写真 90日冷蔵保存トマト 8

給水量 肥 料 糖度
Brix(％)

酸味

少ない
化学肥料 １０.９ ０.００

(基準)

Bio-CLF １２.７ ２.３４

多い
化学肥料 ５.７ −３.６７

Bio-CLF ７.５ −３.２４

トマトの糖度：約 ２度向上

糖度約17％向上・日持ち性向上を確認
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Bio-CLFによる品質向上効果と収量
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地域資源循環モデル
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原料確保 液肥販売消臭サービス



Bio-CLF が目指す社会

福岡県から全国へ

✓畜産排水を地域資源として活用

✓排水処理負荷・エネルギー消費を低減

✓地域内で肥料・農産物を循環

✓畜産業と施設園芸を結ぶ新たな循環モデル
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地域資源循環による脱炭素社会の実現
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